
「NSIPSとは、日本薬剤師会が提案する薬局向けコンピュータシステム間の連携
システムです。NS I P Sは社団法人福岡県薬剤師会の登録商標です。
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宮 崎

●訪問薬局支援システムP-pass

P-passの特徴のひとつとして、NSIPSに対応して

いる全てのレセプトコンピューターと接続が可能

です。患者さまのデータなどはすべてクラウドサー

バーに保存されます。これにより、保存されたデー

タは、レセコンが異なる店舗でも同じようにデータ

の閲覧が可能です。また、もし使用中の携帯端末

を紛失した場合でも、クラウドコンピューター側か

ら閲覧制限を掛けられる機能を搭載しているの

で、情報の漏えいを防ぎます。

在宅医療にかかわる人々と、P-pass を

通して情報共有を行うことができます。

『緊急の要件ではないが、伝えておきた

い』・『在宅にかかわること人たちと情報

を共有しておきたい』 など、さまざまな

時に伝達できるツールです。

● 「P-pass」クライアントライセンス×2　● ネットワーク接続用ネットブックPC　● 帳票印刷用プリンター

朝
昼

夜P-pass上で
調剤決定

自動錠剤包装機Eser

処方データを送信！

患者さまの処方データをP-passからEserへ送信。一包化が必要な患者さまの調剤の自動分包が行えます。

※P-passを使用するタブレット端末本体および通信費用につきましては、上記の構成内容に含まれておりません。
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訪問薬局支援システム

P-pass

在 宅 業 務 の 効 率 化 を 追 求
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PHARMACY FOR PATIENT SUPPORT SYSTEM

■  P-passとEserとの連動で在宅訪問業務を効率化！■  P-passとEserとの連動で在宅訪問業務を効率化！

■  情報共有　新機能：『地域連携機能』詳細■  情報共有　新機能：『地域連携機能』詳細

訪問薬局支援システム   P-pass ピー・パス

A店舗

B店舗
レセコン B

ネットワーク接続用
ネットブックPC b

システム概要

構成内容

相手先のPC や携帯電話な
どに受信可能。P-pass へ返
信もできます。

患者ごとに報告・連絡したい
ことを、登録している相手（医
師やヘルパーなど）に対し、
P-pass からメール（画像添
付もOK ！）が送れます。

PC などにメール送信！

P-pass にメール返信！



■   P-pass　主な機能一覧

●訪問薬局支援システムP-pass

超高齢社会に備えて、これからの保険薬局は地域包括ケアの一員として、在宅業務の推進が望まれています。
在宅業務では、調剤業務と患者さま宅へ訪問し、説明はもちろんのこと、担当医師やケアマネージャーへの
報告書（居宅療養管理指導報告書・薬学的管理指導計画書）の作成業務など、さまざまな業務が必要です。
また、在宅業務を推進していく上で、重要なことは『業務の効率化』と『情報の共有化』です。
この『業務の効率化』と『情報の共有化』を担うため、薬剤師の視点で開発されたシステムが
『訪問薬局支援システムP-pass』です。

■   報告書作成までの流れ

■   報告書はPDF出力が可能

報告書も、これ１台で作成可能

報告書の作成は、必要項目を選択式で入力を行うため、誰でも容易に作成することができます。ま

た、P-passは、患者さまの対応時や訪問後の車の中など、報告書の作成の場所を選びません。作

成した報告書はPDFに変換が可能です。薬局に戻った後はそのPDFをプリントアウトして、そのま

ま担当医師やケアマネージャーに報告を行えるため、業務の効率化が図れます。

情報の共有と一元管理を実現

患者さま情報や薬品情報をクラウドコンピューター上で一元管理しているため、医師や患者さま

からの急な問い合わせがあった場合でも、即対応が可能です。

また、もし使用中の携帯端末を紛失した場合でも、クラウドコンピューター側から閲覧制限を掛け

られる機能を搭載しているので、情報の漏えいを防ぎます。

さまざまなレセコンとの接続が可能

NSIPSに対応している全てのレセプトコンピューターと接続が可能です。そのため、複数店舗で異

なるレセプトコンピューターを採用している場合でも、患者情報と処方情報の閲覧と共有ができ

ます。

- ボタンひとつでPDFに即変換できます -

スケジュール管理 居宅療養管理指導報告書（計画書）作成
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薬品検索も
カンタン！

データベースから
詳細な情報が
閲覧可能です。

在宅業務の大まかな流れ
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